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位胞内に 2個の鉄原子を含む 10軌道強束縛模型を構築し、これから図 1のようにホッピングパラ
メーターを取り直すことによって、近似的な 3 次元 5 軌道模型を構築した。この様に求めた 10
軌道及び 5 軌道模型に乱雑位相近似を適用し、線形 Eliashberg 方程式を解くことによって、これ
らの物質においてどのような超伝導対称性が現れているのかを調べた。その結果、122 系におい




















図 1 :122系における 10軌道から 5軌道模型への   図 2 : BaFe(As0.36P0.64)2における 3次元ノー
変換概図(左)とブリルアンゾーンの対応(右)        ドの入ったギャップ構造 
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